
令和６年度 第１回海老名市下水道運営審議会 次第 

日時：令和６年６月２７日（木）14 時 00 分 

場所：海老名市役所 ３階 政策審議室 

１ 開 会 

２ 市長あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 議 題 

（１） 会長及び副会長の選任 

（２）海老名市下水道事業の概要について【資料１】 

（３）令和５年度決算（経営）状況報告について【資料２】 

（４）海老名市公共下水道事業経営戦略改定（案）について【資料３】 

５ その他 

６ 閉 会 
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資料１

海老名市下水道事業の概要について
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１ 下水道事業の基本事項
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（１）汚水処理と雨水処理

下水道事業は、河川等の水質改善、衛生的な生活環境の確保を目
的とする「生活排水（汚水）の処理」と、浸水から街を守る目的の「雨水
の処理」の２つに大別されます。

本市の場合、汚水と雨水の処理は完全に分かれており（＝分流式）

〇汚水は
汚水管渠を通じて
下水処理場へ

〇雨水は
宅地敷地内で浸透させ、
その他は道路側溝、雨水
管渠を通じて、河川へ

という処理となっています。



１ 下水道事業の基本事項
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（２）汚水処理の仕組み

本市の汚水処理は、「相模川流域下水道事業」として実施しています。
神奈川県が、相模川流域市町の汚水を集約して処理する事業で、家
庭や事業所から排出される汚水は、各市町が整備する汚水管渠から、
県が整備する幹線管渠を経て、県が管理する下水処理場で処理されま
す。

本市の汚水は
柳島水再生センター（茅ヶ崎市）で
処理されています。

各市町は、幹線管渠や下水処理場の
維持管理や整備改築にかかる費用を
負担金として県に支払います。
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２ 海老名市下水道事業の進捗状況

（１）汚水処理の状況について

（２）汚水管渠の整備状況について

項目 令和５年度末時点

①行政人口 139,935人
②汚水処理区域内人口 134,977人
③汚水処理人口普及率（②／①） 96.5％
④水洗化人口 132,869人
⑤水洗化率（④／②） 98.4%
⑥年間総処理水量 18,785,835

項目 令和５年度末時点

汚水処理区域面積 1,358.6ha
汚水管渠の整備延長（累計） 約350km

国は汚水処理人口普及率９５％以上を「概成」と定義しています。（全国平均81％／県内平均97.1％）
その基準に則ると、本市の汚水処理の整備はほぼ完成しているという状況です。

汚水管渠が整備された
区域に住んでいる人の
割合
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２ 海老名市下水道事業の進捗状況

（３）雨水管渠の整備状況について

１時間あたり50mmの降雨（概ね５年に１度
レベル）に対して、安全が図られるよう管渠の
整備を進めています。

令和６年４月１日には「雨水管理総合計画」
を策定し、浸水リスクが高い地域、避難所等
の防災施設が近い地域、浸水による想定被
害が大きい地域などから、優先的に整備を
進めていく方向性としました。

項目 令和５年度末時点

①整備対象地域面積 1,548.1ha
②浸水対策済面積 696ha
③浸水対策達成率（②／①） 45.0%

＜整備前の状況＞
河原口二丁目地内で発生した浸水被害状況
（平成２２年１２月豪雨）
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３ 海老名市下水道事業の経営について
（１）下水道事業会計について

「地方公営企業法」に基づく会計制度を導入しています。

一般的な行政の会計制度とは異なり、民間企業と同様の複式簿記による
会計処理が求められるほか、取引を２つに区分するなどの特徴があります。

収入：下水道使用料ほか

支出：管渠の維持管理費
県への負担金など

資本的収支（管渠を整備・改築するための取引）

収益的収支（整備した管渠を維持、管理するための取引）

収入：企業債（借金）、補助金

支出：管渠の整備工事費
企業債の償還金など

・収益的収支の差額（利益）
・執行しても現金支出は伴わない費用（減価償却費）
など

留保資金

補てん

収益的収支で得た留保資金を
整備工事費や、整備のために借り入
れた企業債の償還金に充てる

★ポイント
・独立採算制の原則
・汚水私費、雨水公費の原則※＞

＞

※汚水の処理費用は流した人が負担し、雨水の処理費用は税金で賄うという原則。雨水管渠の整備・維持費用は最終的に一般会計が負担します
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３ 海老名市下水道事業の経営について

（２）本市下水道使用料について

区分 排水量 １月当たりの使用料(税抜)

一般汚水

基本使用料 ８ 以下 714円（定額）

超過使用料

８ 超 30 以下 90円/

30 超 50 以下 103円/

50 超 100 以下 117円/

100 超 300 以下 130円/

300 超 1,000 以下 143円/

1,000 超 5,000 以下 157円/

5,000 超 10,000 以下 171円/

10,000 超 198円/

浴場汚水 排水量１ につき 8円/

下水道使用料は２か月に一度、「県営水道料金」とともに県が徴収します。
市は徴収委託料を県に支払い、県は徴収した使用料を市に納入する流れです。

経営の基本となる下水道使用料は、令和４年４月に１４年ぶりとなる改定を行いまし
た。一般家庭における使用料は、排水の有無に関わらず発生する基本使用料と、排
水量に応じて発生する超過使用料の合計で算出します。
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３ 海老名市下水道事業の経営について
（３）本市下水道使用料について【他市町村との比較】

下水道使用料は、令和５年４月１日時点で、県内１６市（政令指定都
市除く）のうち、３番目に低い水準となっています。

三浦市 鎌倉市 横須賀市 小田原市 座間市 秦野市 伊勢原市 大和市 綾瀬市 藤沢市 逗子市 平塚市 厚木市 海老名市 茅ヶ崎市 南足柄市

3,047 2,754 2,670 2,636 2,634 2,469 2,355 2,292 2,289 2,203 2,147 2,035 1,974 1,973 1,878 1,779

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

１ヵ月の排水量20 で算出
（円） 県内平均額 2,321円
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４ 海老名市下水道事業の各種計画等について

（１）計画体系について

（基本理念・基本方針）

【経営の見通し・改善の計画】【各種事業の実施計画】

・海老名市公共下水道事業
経営戦略

・海老名市汚水処理整備計画（アクションプラン）
・海老名市公共下水道総合地震計画
・海老名市下水道業務継続計画（下水道BCP）
・海老名市公共下水道管路施設
ストックマネジメント基本計画
・海老名市雨水管理総合計画

海老名市下水道総合計画

関連

【市の関連計画】
・えびな未来創造プラン2020
・第三次環境基本計画
・地域防災計画

下水道総合計画に沿った、個別の計画

【国や県の下水道関連計画】
・（国）新下水道ビジョン
・（県）相模川流域別下水道整備総合計画
ほか

下水道事業は、環境や防災など多様な役割を担って
おり、事業実施にあたって策定する計画も普及・浸水対
策・経営など、多岐に渡っています。

反映

反映
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４ 海老名市下水道事業の各種計画等について

（２）個別の計画の概要について

それぞれの計画は、実効性を高めるため、随時見直し・改定を行っています。
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４ 海老名市下水道事業の各種計画等について

（３）計画に基づき実施している主な事業

①公共下水道３６分区枝線工事 【海老名市汚水処理整備計画】

②国分一号幹線排水路改修工事 【海老名市雨水管理総合計画】

③可とう性継手設置工事 【海老名市公共下水道総合地震対策計画】

マンホールと汚水管渠の接続部をフレキシブルにすることで
地震によって接続部がずれることを防ぎます。
地震時も接続を維持し、「汚水の流下機能の確保」「道路の
破損リスクの低減」が期待できます。
被災時に緊急車両が通行する道路のマンホールについて、
順次工事を行っています。

永池川に繋がる排水路の改修工事
です。コンクリート構造に改修し、大雨
時に発生している越水や護岸の崩壊
の解消を図ります。
令和９年度に完成予定。

令和６年３月に市街化区域へ編入された市役所周辺地区において、
既存の宅地エリアと、市街化と同時に開発が進むエリアで、汚水管渠の敷設工事を進
めています。
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５ 海老名市下水道事業の課題

① 人口減少に伴う下水道使用料収入の減少

本市は令和13年度が人口のピークと試算されており、

以降は使用料収入は減少していく見込みです。

② 老朽化管渠の改築、更新、維持管理

管渠の法定耐用年数は50年です。汚水管渠、雨水管渠の合計

総延長のうち約60％は、既に30年を経過している状況です。

③ 水害対策の推進

④ 地震対策の促進

今後、人口減少、物価高騰など厳しい社会情勢下
において、管渠の再整備や、地震対策をはじめとす
る新たな需要への対応を求められることが想定され
ます。
中・長期的な視点をもった下水道事業の経営が必

要となります。



６ 海老名市下水道運営審議会の概要
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（１）設置目的
・公共下水道事業の円滑な運営を図るため

（２）設置根拠
・海老名市下水道運営審議会条例（昭和52年４月１日施行）

（３）委員数、任期
・定数：10人
・任期： 2年

（４）審議事項
① 下水道受益者負担に関すること。
② 下水道使用料に関すること。
③ その他市長が下水道事業の運営について必要と認める
事項に関すること。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



６ 海老名市下水道運営審議会の概要
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（５）委員構成【現任期】（～令和８年３月３１日）

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

条例上の位置付け 人数

学識経験者 ３名

下水道使用者及び
排水設備義務者

団体推薦 ４名

市民公募 ３名

合 計 １０名



６ 海老名市下水道運営審議会の概要
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（６）令和６年度の会議予定

① 第１回（令和６年６月２７日）

・下水道事業の概要

・令和５年度決算報告

・海老名市公共下水道事業経営戦略の改定（最終案提示）

② 第２回（令和６年８月）

・（仮）下水道使用料水準の検証について（第１回）

③ 第３回（年内予定）

・（仮）下水道使用料水準の検証について（第２回）

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



令和５年度決算（経営）状況報告
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資料２
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１ 海老名市公共下水道の普及状況
（１）公共下水道の普及状況（年度末時点）

（*1） 住民基本台帳人口

（*2） 下水道が使用できる人のうち、実際に使用している人数

項 目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

汚水処理区域面積 1,344.6ha 1,347.5ha 1,358.6ha

行政区域内人口 （*1）（A） 137,429人 139,170人 139,935人

汚水処理区域内人口 （B） 132,270人 134,110人 134,977人

水洗化人口 （*2）（C） 130,095人 131,973人 132,869人

汚水処理人口普及率 （B/A） 96.2％ 96.4％ 96.5％

水洗化率 （C/B） 98.4％ 98.4％ 98.4％

3

令和５年度は、年度末時点における処理区域面積が1,358.6haとなり、
前年度と比較して11.1ha増加しました。また、処理区域内人口は134,977
人であり、前年度から867人の増加となりました。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



１ 公共下水道の普及状況
（２）年間総処理水量等の状況

（*3） 年度内に処理した汚水量の合計

（*4） 総処理水量のうち、不明水等を除いた下水道使用料徴収の対象となる水量

項 目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

年間総処理水量 （*3）（D） 19,069,921 18,741,050 18,785,835 

年間有収水量 （*4）（E） 16,435,909 16,387,779 16,527,528 

有収率 （E/D） 86.2％ 87.4％ 88.0％

4

令和５年度の年間総処理水量は、約1,879万 で、前年度と比較して約5万 、
約0.2％の増加、年間有収水量は約1,653万 となり、前年度と比較して約14万
、約0.9％の増加となりました。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



１ 公共下水道の普及状況
（３）年間有収水量及び使用料収入の経年推移

棒グラフ・単位 千円・消費税込折れ線グラフ単位 千 

5

下水道の普及拡大に伴い、使用料収入・年間有収水量も増加してきました。

年間有収水量は横ばいですが、使用料収入は前年度比で約６千万円の増加となってい
ます。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）
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２ 令和５年度決算状況

（１）令和５年度決算状況

①収益的収支【下水道施設の維持管理に関する決算額】

②資本的収支【下水道施設の建設に関する決算額】

6

前年度の利益による
積立金などで補填。

収益的収支（消費税抜）が下水道事業の経営状況（収支）を表しており、収支差額がプ
ラスであれば「黒字」、マイナスであれば「赤字」となります。

資本的収支（消費税込）は公営企業会計の仕組みとして、支出に対し収入の不足額が生
じるもので、不足額については前年度利益による積立金などで補填するものとなっていま
す。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

（消費税抜）

（消費税込）



２ 令和５年度決算状況
（２）収益的収支における決算状況

【収益的収入】 決 算 額 構成比
(%)

営
業
収
益

下水道使用料 1,924,846,151 61.8

他会計負担金 141,240,000 4.5

その他営業収益 1,016,500 0.0

営
業
外
収
益

他会計負担金 45,518,000 1.5

国庫補助金 6,500,000 0.2

長期前受金戻入 991,247,021 31.8
雑収益 12,950 0.0

特
別

利
益

固定資産売却益 70,250 0.0
その他特別利益 6,303,657 0.2

合計 3,116,754,529 100.0 

【収益的支出】 決 算 額 構成比
(%)

営
業
費
用

管渠費 107,104,207 4.0 

流域下水道管理費 663,827,273 24.4

普及促進費 598,203 0.0

業務費 82,929,754 3.0

総係費 136,185,751 5.0

減価償却費 1,590,070,703 58.4

資産減耗費 628,659 0.0

営
業
外

費
用

支払利息 137,489,384 5.0
雑支出 6,775,332 0.2

合計 2,725,609,266 100.0 

収支差引
（純利益） 391,145,263

（単位：円・消費税抜）

7

「収益的収支」とは、下水道施設の維持管理等を行うための予算です。
収益的収入の総額（消費税抜）は約31億1,675万円に対し、収益的支出の総額（消費税
抜）は約27億2,560万円で差引約3億9,115万円の当年度純利益が生じました。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



２ 令和５年度決算状況
（３）資本的収支における決算状況

【資本的収入】 決 算 額 構成比(%)
企業債 240,000,000 38.6  

国庫補助金 21,700,000 3.5 
受益者分担金 9,716,830  1.5 
受益者負担金 21,114,253 3.4 
他会計負担金 29,053,000 4.7 

固定資産売却代金 2,750 0.0
他会計長期借入金 300,000,000 48.3
合計（A) 621,586,833  100.0 

【資本的支出】 決 算 額 構成比(%)

建
設
改
良
費

管渠事業費 201,071,531  15.8 
流域下水道建設費 70,478,000 5.6 
建設総務費 51,724,126  4.1 

企業債償還金 945,454,366  74.5 
合計（B) 1,268,728,023  100.0 

資本的収支不足額（A）－（B） 647,141,190

（単位：円・消費税込）

不足額に対する補填財源
当年度分消費税及び
地方消費税資本的収支調整額 17,277,808

減債積立金 245,596,397
過年度分損益勘定留保資金 152,063,408
当年度分損益勘定留保資金 232,203,577

8

「資本的収支」とは、新たな施設の整備や
既存施設の更新を行うための予算です。
資本的収入が約6億2,159万円に対し、資本
的支出が約12億6,873万円でしたので、資本
的収支不足額は約6億4,714万円でした。
この資本的収支不足額は、前年度の利益
による積立金などで補填しています。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



３ 企業債年度末残高の状況
令和４年度末現在高 令和５年度発行額 令和５年度償還額 令和５年度末現在高
約115.6億円 約2.4億円 約9.5億円 約108.5億円

9

（棒グラフ・単位 千円） （折れ線グラフ・単位 千円）

企業債とは、下水道整備のために国や銀行などから借りているお金です。
事業着手以降多額の企業債を発行し、ピークとしては発行額が平成８年度の約18億円、
償還残高が平成12年度の約183億円となっています。また、下水道施設整備の充足に伴
い、発行額も抑制され平成13年度からは発行額を償還額が上回る状況となり、令和５年度
末では償還残高が約109億円となっています。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）
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４ 公共下水道事業の経営状況
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（１）経営状況総括

【１】概要

・経営成績は、比較的良好な水準といえます。
・財政状態は、流動比率（短期的な（１年以内に支払いが必要）債務に対する
支払能力を表す指標）が87.7%と、目標値の100%を下回っており、１年以内
に支払うべき債務に対する支払い能力の面で注意が必要です。

令和５年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和５年８月４日）

【２】詳細

①経常収支比率

②流動比率

③経費回収率

④純利益

⑤現金預金残高（年度末）



４ 公共下水道事業の経営状況

①経常収支比率

下水道使用料収入等の収益で維持管理費や支払利息等の費用をどの程度
賄えているかを表す指標 【100％以上が必要】

R1 R2 R3 R4 R5

海老名市 109.7% 110.0% 110.2% 108.7% 114.1%

全国平均 108.1% 105.8% 107.0% 106.1% -

類似団体平均 106.3% 107.1% 106.4% 106.8% -

11

令和５年度は前年度から5.4%増の114.1％となっています。目標値である100％は
超えており、類似団体平均と比較しても健全な経営状況にあるといえます。
引き続き、100％の水準を維持できるよう、適正な経営を行っていきます。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

※類似団体とは、処理区域内人口が10万人以上かつ処理区域内人口密度が75～99人 / haの市
（経営比較分析表類似団体区分（総務省）より）



４ 公共下水道事業の経営状況

②流動比率
短期的な（１年以内に支払いが必要）債務に対する支払能力を表す指標
【100％以上が望ましい】

R1 R2 R3 R4 R5

海老名市 63.3% 66.1% 63.1％ 53.6％ 87.7％

全国平均 69.5% 68.5% 71.4% 73.4% -

類似団体平均 88.1% 84.8% 88.4% 93.6% -

12

昨年度と比較して数値が上昇しておりますが、目標値である100％を下回っていま
す。年間の下水道使用料収入等により債務への支払は可能ですが、今後厳しくなる
経営環境に対応していくため、支払能力を高める必要があると考えています。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

※類似団体とは、処理区域内人口が10万人以上かつ処理区域内人口密度が75～99人 / haの市
（経営比較分析表類似団体区分（総務省）より）



４ 公共下水道事業の経営状況
③経費回収率

下水道使用料で回収すべき経費（汚水処理費）をどの程度賄えているかを
表す指標 【100％以上が必要】

R1 R2 R3 R4 R5

海老名市 114.1% 114.9% 115.5％ 111.3％ 121.9％

全国平均 100.3% 97.7% 99.7% 97.6% -

類似団体平均 101.6% 102.4% 103.8% 103.6% -
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目標値である100％を超えており、公費負担分を除いた汚水処理費用を全て下水道
使用料で賄うことが出来ています。今後も効率的な経営を行い、更なる経費節減に努
めていきます。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

※類似団体とは、処理区域内人口が10万人以上かつ処理区域内人口密度が75～99人 / haの市
（経営比較分析表類似団体区分（総務省）より）



４ 公共下水道事業の経営状況

④純利益

純利益とは、企業が稼いだ利益から本業以外の臨時的（または例外的）な「特別
利益」や「特別損失」を足し引きした残りの利益を指し、純粋な企業活動の成果を
表す。【特に指標なし】

R1 R2 R3 R4 R5
海老名市 約2.6億円 約2.5億円 約2.7億円 約2.5億円 約3.9億円
県外A市
（人口約14.4万人） 約1.8億円 約2.2億円 約2.0億円 約2.0億円 約1.6億円

県外B市
（人口約14.9万人） 約5.6億円 約6.1億円 約7.0億円 約5.1億円 約5.3億円

※県外自治体の情報は各市ホームページ情報より転載

14令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



４ 公共下水道事業の経営状況

⑤現金預金残高（年度末）

【特に指標なし】
※指標はないが、当面の間では10億円を確保したい。

企業債元利償還金
（６ヵ月分）
約５．５億円

流域下水道事業費用
（６ヵ月分）
約４億円

災害復旧費
０．５億円

※中長期的な目標としては、各１年分の約20億円を確保したい。

R1 R2 R3 R4 R5
海老名市 約6.0億円 約5.9億円 約5.0億円 約3.5億円 約7.9億円
県外A市
（人口約14.4万人） 約9.0億円 約12.1億円 約15.4億円 約9.8億円 約11.1億円

県外B市
（人口約14.9万人） 約25.8億円 約24.0億円 約24.2億円 約22.4億円 約21.6億円

15

海老名市における現金預金の※当面の間で確保したい水準＝１０億円

根
拠

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



５ 下水道使用料水準の検証

16令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

財政計画等の策定・確認

使用料算定期間の設定

使用料対象経費の算定

収支過不足の確認

● 現行の下水道使用料は、令和４年度から適用していま
す。
国は３年から５年ごとの検証が適当としており、今年度
は「令和７年度から１０年度まで」を使用料算定期間と
して、検証を行います。

● 海老名市公共下水道事業経営戦略(改定版)を基礎資料と
して、上記期間における現行使用料水準を基とした推計
収入と、使用料で回収すべき経費を比較し、収支過不足
の確認を行います。

● 不足が生じた場合、使用料の見直しを行います。

令和６年度は下水道使用料水準の検証を行います。



海老名市公共下水道事業経営戦略
改定案について

海老名市まちづくり部下水道課

1

資料３

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



目 次
１ 経営戦略について

２ 経営戦略改定にかかる経過・今後の予定

３ 経営戦略改定のポイント

４ 海老名市公共下水道事業経営戦略
改定案について（概要・本体にて説明）

2令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



１ 経営戦略について
（１）経営戦略とは

（２）経営戦略策定の趣旨

3

〇 下水道事業などの公営企業が将来にわたり安定的に事業を継続
していくために策定する、中長期的な経営の基本計画です。

〇 公営企業の多くは、人口の急激な減少等に伴うサービス需要の大
幅な減少や、所有する施設の老朽化による維持管理・更新コストの
増大等に直面し、取り巻く事業環境は厳しいものとなっています。

〇 各公営企業が将来にわたって安定的に住民サービスを提供し続け
ることが可能となるよう、総務省は各公営企業に対し「経営戦略」の令
和2年度末までの策定を、さらに令和7年度までに改定することを要請
しています。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



１ 経営戦略について
（３）経営戦略改定にあたり質を高めるための取り組み

・総務省は経営戦略の改定に際し、記載すべき内容として以下の
６点を示しています。

4

内 容

（1） 経営の基本方針についての記載の充実（計画期間内における具
体的な取り組み・目標等を記載すること）

（2） 料金水準が適切なものであるか。
（3） 将来の料金改定の必要性等について議会や住民の理解に資する

よう、経費回収率の見込み及び原価計算の内訳などを記載し、見
える化を図ること。

（4） 健全な経営を確保するうえで必要な資金を確保するという観点か
ら、所有している資産の規模、経営環境や事業の種類等の実情
に応じて、「経営戦略のひな形様式」に追加した原価計算表等を
活用し、資産維持費を料金算定に適切に反映すること。

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

（令和４年１月25日付総務省自治財政局公営企業三課室長通知）



１ 経営戦略について

5

内 容

（5） PDCAサイクルを通じて計画の質を高めていくため、経営戦略は
３～５年毎に必要に応じて改定すること。

（6） 経営戦略の改定にあたり投資財政計画に盛り込む事項として

①今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映

②減価償却率や耐用年数等に基づく施設の老朽化を踏まえた将
来における所要の更新費用の的確な反映

③物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の上昇
傾向等の的確な反映

④上記①②③等を反映した上での収支を維持する上で必要とな
る経営改革（料金改定、広域化、民間活用・効率化、事業廃止
等）の検討

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

（令和４年１月25日付総務省自治財政局公営企業三課室長通知）



２ 経営戦略改定にかかる経過・今後の予定

6令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）

年月日 会議等

令和５年８月４日
令和５年度第１回下水道運営審議会
（経営戦略改定に向けた概要及び考え方の説明）

令和６年１月19日
令和５年度第２回下水道運営審議会
（投資・財政計画及び経営戦略の概要に対する説明・意見聴取）

２月22日
令和５年度第３回下水道運営審議会
（改定（案）に対する意見聴取）

５月１日
～31日

パブリックコメント（市民からの意見公募）実施
⇒意見等：０件

６月27日 令和６年度第１回下水道運営審議会（最終（案）の提示）

７月 経営戦略改定・公表



３ 経営戦略改定のポイント

・海老名市下水道総合計画(改定版)

・ストックマネジメント基本計画に基づく修繕・改築計画

・海老名市雨水管理総合計画 など

・使用料改定(令和４年４月１日)

・電気料高騰

・物価上昇

・人口動向 など

7

（１）現行の経営戦略策定(令和元年11月)後に策定(改定)され
た下水道事業に関する計画の反映

（２）現状の反映

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）



３ 経営戦略改定のポイント

・現行の計画期間：令和元年度から令和10年度までの10年間

・令和５年度が計画期間の中間年度となることから令和６年度
から令和15年度の10年間を新たな計画期間として改定する。

8

（３）新たな計画期間

令和６年度第１回海老名市下水道運営審議会（令和６年６月２７日）






















































































